
時には、奇跡を起こさなければならないこともあるのです。オハイオ州
シンシナティ北部の郊外ハミルトンにあるプリンストン・パイク教会は、
1928 年に設立され、その礼拝スペースは年々拡大し続けています。しか
し、2001 年に約 3,000 席ある新しい聖堂がオープンしたとき、その新し
い SR システムが教会の成長に追いついていけないことが明らかになり
ました。 そこで今年、プリンストン・パイク教会は、全てのオーディオ設
備の抜本的なアップグレードの一部として、メイン講堂に L-Acoustics
によるL-ISA イマーシブサウンドテクノロジーを採用することを選択しま
した。

L-ISA の採用を決定することは簡単でした。大きな舞台と扇形客席エリ
ア間の音響的、感情的なつながりを改善する没入型システムであること
が強い理由でした。そして、この規模の会場で L-ISA セットアップのコス
トが従来のステレオサウンドシステムのコストとほぼ同等であったこと
が、その決断を大いに後押ししました。しかし、プリンストン・パイク教
会がイマーシブに移行した最大の理由は、単純に時間だったのです。

「私たちが交換したシステムは 21 年前に導入されたもので、次の 20 年
を見据えた先進的なもの、つまり試作的なテクノロジーではなく、実績
ある最先端のものが欲しかったのです。それをL-Acoustics が提供する
ことができました。」とプリンストン・パイク教会の制作ディレクター、エ
リック・チャンシー（Eric Chancey）氏は話します。「私たちは、後で振
り返って船に乗り遅れたと思いたくありませんでした。L-ISA をベースに

した設計と一般的的な L-Rステレオシステムとのコストの差はわずかで
した。教会の役員会は、この数字を見て、これからは教会の音響はこう
なるのだと理解しました。数年後に、なぜこれをやらなかったのだろう
という悔しい思いをしたくなかったのです。」

L-Acoustics のシステムを構築したセントルイスの Logic Systems の
AV システム施工部門であるCignal Systems のオーナー兼 CEO である
チップ・セルフ（Chip Self）氏は、教会の役員会にいくつかの選択肢を
提示しました。その中には L-ISA 構成のスピーカーを導入して従来のス
テレオで使用し、後から没入型システムを導入するという提案も含まれ
ました。「しかし、教会は初めからイマーシブ構成を導入することに賛
成してくれるだろうという予感がありました。」と彼は言います。「結局そ
うなりましたが、彼らにとって素晴らしい結果をもたらしました。」

今年初めに設置された教会の新しいサウンドセットアップは 7 つのシー
ン・アレイで構成されており、中央の 5 つはそれぞれ 3 台の A15i Focus
の下に 1 台の A15i Wide で構成されています。その両端の左右２つ
のシーン・アレイは、より小さな 1 台の A10i Wide の上に 3 台の A10i 
Focus で構 成されています。さらに 2 台 の A10i Wide の 上 に 1 台 の
A10i Focus の拡張アレイがフライングされています。A15i とA10i のシ
ステムはすべて、カスタムで設計・製作された Logic Systems のエクソ
スケルトン・プレートシステムを使用しています。
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A15i によるスピーカー・システムとステージ用 KLANG IEMミキシング・ソリューションとの組み合わせは、
教会内のオーディオ・インフラ全体の改修の要となるものです。

https://www.bestecaudio.com/products/a15i-focus/
https://www.bestecaudio.com/products/a15i-wide/
https://www.bestecaudio.com/products/a10-wide-2/
https://www.bestecaudio.com/products/a10i-focus/
https://www.bestecaudio.com/products/a10i-focus/


その他のスピーカー・システムは、2 台の A15i Focus と2 台の A15i 
Wide による左右アウトフィルアレイ、ステージリップに並べて配置され
た 13 台の超小型 5XTコアキシャルによるフロントフィル、5 台の X12ス
テージウェッジ、12 台の KS21iフライングサブウーハー、12 台の LA4X
と7 台の LA2Xi アンプリファイド・コントローラーを含みます。このシス
テムは、教会の比較的小規模なプロダクションのニーズに最もマッチ
し、没入型システムへの参入コストを大幅に削減するために、16 出力
の標準ライセンスレベルで購入された最新の L-ISA Processor II を介し
て Milan-AVB ですべて制御されています。LS10スイッチも随所で使用
されています。

このシステムのほかに、教会のジムシステム（A15i Wide x 6 台、SB28
サブウーハー x 2 台、LA12X x 1 台）、ユースセンターシステム（A15i 
Wide x 6 台、LA2Xi x 2 台）、チャペルシステム（X12 x 2 台、LA2Xi x 1
台）、合唱室システム（Syva x 2 台、Syva Low x 2 台、LA4X x 1 台）といっ
た音響システムも導入されています。

ステージ上では、一対の KLANG:vokal 3D インイヤーモニターミックス
プロセッサーが、KLANG:kontrollers 経由で 48 kHz と96 kHz で最大
24 個の個別のミックスをワイヤレスIEM モニターに提供しています。「こ
れは没入型サウンドへの大きな飛躍でした。」
とセルフ氏は語ります。「L-ISAコントロール
の PA システムだ けでなく、KLANG 3D モニ
ターシステムも同様です。一つのシステムで
没入型に移行することは、特に礼拝堂にとっ
ては大きな仕事ですが、2 つものシステムでそ
れを行うことは本当に大きな挑戦です。 彼ら
はモノラルから最先端のサウンドに移行しま
した。しかし、彼らはイマーシブオーディオが
教会にとって進むべき道であることも理解し
ています。」

セルフ氏は、教会のために L-ISA/Klang システムのトレーニングに時間
をかけていると言います。「教会にとって大きな技術的変化なので、ト
レーニングはじっくりと進めています。技術スタッフがこの新しい挑戦を
気に入っていることも分かっています。」と語ります。「ある面ではより複
雑ですが、別の面では、特定のものに EQ を割り当てるなど、サウンドの
要素に配慮をする必要がないことに気付いているようです。L-ISA では、
秩序があります。その結果、ボランティアの人たちもミキシングがしやす
くなったと感じています。EQ やダイナミクスの使用を大幅に減らし、サ
ウンドに息吹を与えることができるようになったのです。」

チャンシー氏によれば、L-ISA がプリンストン・パイク教会を未来への
道に導いただけでなく、教会の物理的なニーズにもすべて合致してい
るとのことです。「舞台が大きく、客席エリアも広いのですが、L-ISA は
それらの空間内で音を定位させるのに役立っています。」と説明します。

「KLANG モニタリングの使用についても同じことが言えます。このよう
な環境でミキシングできるようになると、従来のステレオサウンドに戻る
のは難しいですね。イマーシブ・サウンドに踏み込むことに少し不安を
感じていましたが、実際に体験してみると、L-ISA のおかげで確信を持
てるようになりました。」
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